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町民の
ひろば町民の
ひろば町民の
ひろば

皆さんが参加するコーナーです。
耳よりな情報、ご意見、ご質問
など気軽にお寄せください。
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山舘 彪輝
き ら

くん ん山本 沙也加
さ や か

ちゃん
（３歳７カ月・新町）
正　行
清　夏　

さん長男）
（３歳８カ月・橋場）
秀　明
真由美　

さん２女）
おしゃべり好きで、ウルトラマ

ンが大のお気に入り。毎日、本を
片手に初代からのウルトラマンの
名前や技を話しています。妹のご
飯やお風呂の世話などをしてくれ
る優しいお兄ちゃん。心も体もた
くましく、思いやりの持てる子に
育ってほしいですね。 清　夏

ポケットモンスターが大好き。
人形を並べてのバトルごっこやキ
ャラクターが付いた服、青い色を
好むので男の子に間違えられるこ
ともしばしば。初めは苦戦してい
たパズルも上手にできるようにな
りました。いつも笑顔を絶やさな
い優しい子に育ってね。真由美

村
澤

雪
菜
ゆ
き
な

さ
ん

（
21
歳
・
山
岸
）

阿部 新三郎 さん

（81歳・田代)

農業委員や農協の理事を務めた

経歴を持つ新三郎さん。現在は、

朝夕の牛のエサやりが日課。田や

畑仕事、山の手入れなど１年を通

して体を動かす毎日です。

自分の山を見て歩いたり、スギ

の枝打ちが楽しみの一つ。丹誠込

めて手入れをしている山を見に、

友達を連れて行くこともあると

か。樹齢100年を超すアカマツの

話題は、一層力が入ります。

妻ミサオさんとは同じ歳。「80

歳を過ぎても一緒にいられて良か

った」と笑顔を見せました。
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◆勤め先は？
ふれあい宿舎グリーンテージで、

清掃を担当しています。いつも笑

顔を絶やさず、元気なあいさつを

心掛けています。

◆自分の性格は？
明るいです。

◆趣味・特技は？
音楽を聴いたり歌ったりするこ

とです。

◆今、一番したいことは？
車の免許を取得して、家族で温

泉にでも行きたいですね。

◆理想の男性像は？
誰からも慕われる人かな。

◆将来の夢は？
友達から相談されることが多い

ので、誰でも気軽に悩みなどを打

ち明けられるような触れ合いの場

を作れたらいいなぁと思っています。

◆最後にひと言。
いつでも、感謝の気持ちを忘れ

ないようにしたいです。

触れ合いの場を作りたい！
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なでしこ会15周年記念
踊りの発表会
（12月10日）

今
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のショッ

ト

今
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のショッ
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今

月
のショッ

ト

毎
月
「
六
」
の
付
く
日
の
午
後
、
新
町

の
自
治
会
館
は
元
気
な
歌
声
と
笑
い
声
が

響
き
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

同
地
区
の
高
齢
者
が
集
う
「
六
日
会
」

の
活
動
は
、
今
年
で
十
二
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
最
高
齢
九
十
三
歳
を
頭
に
会
員
は

四
十
六
人
で
、
毎
回
二
十
人
前
後
が
和
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

会
合
は
、
童
謡
な
ど
を
歌
い
な
が
ら
布

製
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
て
体
を
動
か
す
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
順
番
で
好
き
な
曲
を

歌
い
出
す
と
、
そ
れ
に
続
い
て
大
合
唱
。

最
後
の
人
に
回
る
ま
で
、
歌
も
体
操
も
休

み
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
や
踊

り
は
お
手
の
物
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
余
興
な

ど
で
、
そ
の
腕
前
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
鐚
巻
小
学
校
三
年

生
と
の
昔
遊
び
の
交
流
も
楽
し
み
の
一

つ
。「
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う
で
す
。

「
気
心
が
知
れ
た
仲
間
と
の
語
ら
い
は
、

何
を
お
い
て
も
大
切
な
時
間
」
と
月
三
回

の
会
合
日
は
、
自
然
に
自
治
会
館
へ
足
が

向
か
う
皆
さ
ん
で
す
。

ソ
バ
の
実
を
入
れ
た
健
康
ダ
ン
ベ
ル
が
愛
用
品
。

「
用
意
し
て
き
た
曲
を
先
に
歌
わ
れ
、
自
分
の

番
ま
で
に
曲
を
選
ぶ
の
も
頭
の
体
操
。
健
康
が

一
番
」
と
笑
顔
で
話
す
会
員
の
皆
さ
ん

作文コンクールで秀賞

大上 紗也香
さ や か

さん

東北電力第32回中学生作文コンクールで、

江刈中学校３年の大上紗也香さんが秀賞

に輝きました。今年の作文のテーマは

「大切にしたいもの」。大上さんは「私を

支えてくれる親友」と題し、心のよりど

ころとなっている友達への感謝の気持ち

などをつづり、栄えある受賞となりました。

同コンクールには、東北６県と新潟県

の671校から過去最高の23,934編の応募が

あり、県内では最優秀賞と優秀賞に次ぐ

秀賞に２人が入賞しました。

むいかかい

六日会

五日市JA女性部

元木踊りの会


